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順調に進んでいます
中 央 公 民 館 建 設 工 事

住民の日常生活に密着した諸施策を進め、住民福祉の向上を図る一環として、本春3月油谷小の隣り、油谷湾を展望す

る高台に起工した油谷町中央公民館は、磯部工業KKの設計監督、中原土建KKの施工で、本秋10月の完成を目標に、工事

は 着 実 に 進 めら れて い ます 。　　　　　　　　　　　 中 央 公 民 館 建 設 現 場

七
月
は

○
七
月
一
日
は
「
国
民
安
全
の
日
」
で

す
、
こ
の
日
は
、
国
民
の
ひ
と
り
ひ
と

り
が
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
そ
の

生
活
環
境
の
安
全
を
点
検
し
、
ま
た
自

分
の
行
動
に
つ
い
て
反
省
し
、
改
善
し

て
い
く
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
と
い
う

の
が
ね
ら
い
で
す
。

災
害
の
未
然
防
止
に
役
立
て
、
明
る

く
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

一
年
中
毎
日
毎
日
が
安
全
の
日
で
あ
る

よ
う
常
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

○
七
月
は
、
河
川
愛
護
月
間
で
も
あ
り

ま
す
、
一
度
よ
ご
れ
た
川
は
、
な
か
な

か
も
と
に
は
も
ど
り
ま
せ
ん
。
川
に
ご

み
を
す
て
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
美

し
い
河
川
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

で
す
。

○
又
子
ど
も
た
ち
に
は
楽
し
い
夏
休
み

も
間
近
か
で
す
。
次
代
を
に
な
う
大
切

な
子
ど
も
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
す
く

す
く
と
育
つ
よ
う
愛
情
を
こ
め
て
見
守

り
た
い
も
の
で
す
。

家
庭
の
代
表
的
タ
イ
プ
を
二
、
三
～

◇
ホ
イ
ホ
イ
型
…
な
ん
で
も
子
ど
も
の

い
ゝ
な
り
に
な
る
。

◇
バ
ラ
バ
ラ
型
…
家
庭
の
考
え
が
バ
ラ

バ
ラ
で
し
つ
け
も
ま
ち
ま
ち
。

◇
ホ
ッ
ト
ケ
型
・：
関
心
が
う
す
く
放
任

◇
ガ
ミ
ガ
ミ
型
：
子
ど
も
の
言
い
分
等

聞
か
ず
頭
か
ら
押
し
つ
け
る
。

人 口 と 世 帯
48年5月末現在住 民 基 本 台帳

人　口　　12. 383人
男　　5. 867人
女　　6. 516人

世帯数　　3. 251世帯
転　入　　　　45人
転　出　　　　69人
出　生　　　　13人
死　亡　　　　12人
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国
民
年
金

保
険
料
の

納
付
成
績
あ
が
る

こ
と
し
を
福
祉
元
年
と
呼
ん
で
い
る

人
も
あ
り
、
福
祉
制
度
は
更
に
充
実
の

度
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
を
反
映
し
て
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
成
績
は
、
近
時

上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

ご
参
考
ま
で
に
四
七
年
度
の
実
績
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
と
ゝ
も
に
、
被

保
険
者
の
み
な
さ
ま
の
い
っ
そ
う
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
等
に
加

入
、
又
は
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
を
そ

う
失
さ
れ
た
と
き
は
、
転
出
人
の
時
と

同
様
、
役
場
又
は
支
所
で
必
ず
手
続
き

を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
四
七
年
度
国
民
年
金
実
績

被
保
険
者
数

強
制
加
入
　
　
三
、
六
一
六
人

任
意
加
入
　
　
　
　

五
八
八
人

計
　
　
　
　

四
、
二
〇
四
人

所
得
比
例
加
人
者

強
制
加
人
　
　
　
　

三
六
〇
人

任
意
加
入
　
　
　
　

一
四
〇
人

計
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
人

国
民
年
金
保
険
料
検
認

対
象
月
数
　
四
四
、
二
六
八
月

検
認
月
数
　
四
四
、
五
三
五
月

検
認
率
　
　
　

一
〇
〇
、
六
％

（
前
納
等
の
成
績
を
含
む
）

検
認
保
険
料
額

二
五
、
六
二
五
、
六
六
〇
円

47年 度 福 祉年 金 支 給実 績 一 覧 表

区　　　　　　 分 受 給 権 者 数 年 金 支 給 額

老 令 福 祉 年 金
人

1. 045
円

37. 985. 393

障 害　　 〃 101 5. 820. 000

母 子　　 〃 4 211. 200

合　　　　　　 計 1. 150 44. 016. 593

47年度拠出年金 10年 年金 及びくり上げ 支 給 実 績一 覧 表

区　　　　　　 分 受 給 権 者 数 年 金 支 給 額

高令任意（10年年金）等
人

42
円

2. 489. 940

納
税
案
内

固
定
資
産
税
　

二
期
　

七
月
末
日

○
所
得
税
一
期
分
の
納
税

七
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期

分
を
納
め
る
月
で
す
。
納
め
る
額
は
六

月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
を
七
月
二
日
か
ら
三
一
日
ま

で
に
納
め
る
わ
け
で
す
。

税
務
署
か
ら
通
知
す
る
予
定
納
税
基

準
額
と
い
う
の
は
、
前
の
年
の
所
得
を

も
と
に
計
算
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
基

準
額
が
三
万
円
以
下
の
人
は
、
予
定
納

税
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
、
税
務
署
か

ら
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
予
定
納
税
す
る
税
額

は
、
前
年
の
所
得
を
も
と
に
し
て
い
ま

す
か
ら
、
あ
る
事
情
に
よ
っ
て
、
見
積

も
っ
た
こ
と
し
の
所
得
が
減
り
、
税
額

が
予
定
納
税
基
準
額
よ
り
少
な
く
な
れ

ば
減
額
承
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
あ
る
事
情
と
は
、
休
廃
業
や
転

失
業
で
所
得
が
減
る
場
合
、
災
害
で
所

得
が
減
っ
た
り
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
業
況
不
振
で

所
得
が
か
な
り
減
る
見
込
み
の
場
合
な

ど
で
す
。

減
額
申
請
す
る
か
た
は
、
七
月
一
六

日
ま
で
に
申
請
書
を
税
務
署
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
納
税
に
当
た
っ
て
は
、

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
支
払
わ
れ
る

振
替
納
税
制
度
が
便
利
で
す
。
こ
の
取

扱
い
機
関
は
銀
行
、相
互
銀
行
、信
用
金

庫
、
農
漁
協
な
ど
で
す
。
手
続
き
は
税

務
署
か
金
融
機
関
の
窓
口
で
ど
う
ぞ
。

長
門
税
務
署

七
月
一
日
か
ら

戸
籍
手
数
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

こ
の
た
び
政
令
第
一
五
六
号

に
よ
り
、
戸
籍
手
数
料
令
が
改

正
さ
れ
、
七
月
一
日
か
ら
、
次

の
手
数
料
が
現
行
の
五
〇
円
か

ら
七
〇
円
に
な
り
ま
し
た
。

戸
籍
簿
、
除
籍
簿
、
戸
籍
に

関
す
る
届
書
申
請
書
等
、
市
町

村
長
が
受
理
し
た
書
類
の
閲
覧

一
戸
籍
又
は
一
件
七
〇
円

戸
籍
、
除
籍
の
と
う

抄
本
の
交
付
。

一
枚
に
つ
き
七
〇
円

戸
籍
、
除
籍
の
と
う

抄
本
の
記
載
事
項
に
変

更
が
な
い
こ
と
の
証
明

又
は
戸
籍
、
除
籍
に
関

す
’
　
　
　
申
請
書
等

市
町
村
長
の
受
理
し
た
書
類
の

記
載
事
項
証
明
。

一
件
七
〇
円

戸
籍
に
関
す
る
届
書
、
申
請

書
の
受
理
証
明
書
（
法
務
省
令

で
定
め
る
様
式
の
場
合
は
一
件

五
〇
〇
円
）

一
件
七
〇
円

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
勤
労
者
の
方
へ

生
活
・
学
資
資
金
の
貸
付

け
に
つ
い
て

県
で
は
、
中
小
企
業
に
働
い
て
い
る

勤
労
者
が
、
子
弟
の
教
育
、
療
養
、
災

害
等
で
、
緊
急
に
資
金
を
必
要
と
す
る

と
き
、
次
の
と
お
り
低
利
資
金
を
融
資

毎
月
一
〇
日
は

防
犯
の
日
で
す

毎
月
第
三
日
曜
日
は

家
庭
の
日
で
す

｀
　
　
油
谷
町
畜
産
共
進
会
の
開
催
に
つ
い
て

で
各
農
協
単
位
に
開
か
れ
て
お
り
ま

し
た
畜
産
共
進
会
を
、
こ
と
し
か
ら
一
本
化
し

て
次
の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

三
、
日
　
程
　
午
前
八
　
　
　
正
午
ま
で
審
査

午
後
一
時
か
ら
褒
賞
授
与
式

午
後
二
時
閉
場

四
、
出
　
品
　
黒
毛
和
種
牝
牛
　
九
〇
頭

料
バ
ス
を
配
車
し
ま
す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い

⑧

向
津
具
地
区

一
便
向
津
具
農
協
前
発
午

前
八
時
。
二
便
同
午
前
一
〇
時（
川
尻
経
由
）

バ
ス
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

広
く
住
民
の
研
修
活
動
や
そ
の
他
の

便
に
供
す
る
た
め
、
近
日
中
に
町
で
購

入
す
る
中
型
バ
ス
（
四
二
人
乗
り
）
の

愛
称
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
か
ら

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

×
　
　
×
　
　
×

一
、
愛
称
は
親
し
み
や
す
く
類
例
の
な

い
呼
び
や
す
い
も
の
。

二
、
愛
称
は
一
題
あ
て
、
官
製
ハ
ガ
キ

又
は
同
等
程
度
の
大
き
さ
の
用
紙
に

明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職

業
を
記
入
の
上
、
油
谷
町
役
場
総
務

課
宛
郵
送
又
は
持
参
の
こ
と
。

三
、
締
め
き
り
、
昭
和
四
八
年
七
月
一

〇
日
（
火
）
　（
当
日
消
印
有
効
）
。

四
、
採
用
の
分
に
つ
い
て
は
広
報
紙
上

で
発
表
す
る
と
ゝ
も
に
粗
品
を
進
呈

し
ま
す
。

五
、
応
募
資
格
　
町
内
に
居
住
す
る
者

に
限
る
。

六
、
そ
の
他
　
一
人
で
何
点
応
募
さ
れ

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
同
一
の
も

の
が
多
数
あ
る
場
合
は
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

昭
和
四
八
年
度

消
防
設
備
士
試
験
に
つ
い
て

昭
和
四
八
年
度
の
消
防
設
備
士
の
試

験
が
次
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

◇
筆
記
試
験

昭
和
四
八
年
八
月
二
二
日
（
水
）

山
口
市
。

○
実
技
試
験

昭
和
四
八
年
九
月
二
三
日
（
日
）

山
口
市
。

◇
受
験
願
書
の
提
出
期
限

昭
和
四
八
年
七
月
二
五
日
（
水
）

◇
試
験
実
施
に
づ
い
て
の
詳
細
は
長
門

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
宛
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。
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防
　
災
　
の
　
心
　
得

雨
期
と
台
風
に
備
え
、
町
で
は
こ
の

ほ
ど
関
係
者
が
集
り
、
雨
期
に
備
え
て

の
災
害
対
策
会
議
を
開
い
て
、
万
一
災

害
の
発
生
し
た
場
合
の
対
策
や
、
心
構

え
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
七
、
八
月

豪
雨
の
い
た
ま
し
い
爪
あ
と
は
、
い
ま

な
お
町
内
に
残
こ
さ
れ
、
復
旧
へ
の
努

力
が
つ
ゞ
け
ら
れ
て
お
り
、
梅
雨
も
暦

の
上
で
は
す
で
に
後
半
に
入
り
ま
し
た

が
、
い
つ
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
な
い

と
も
限
り
ま
せ
ん
。

で
は
常
識
と
し
て
、
ど
の
程
度
の
降

雨
で
災
害
が
お
き
る
も
の
で
し
ょ
う
か

・
一
日
の
雨
量
が
五
〇
ミ
リ
～
七
〇
ミ

リ
を
こ
す
と
低
地
で
は
浸
水
。

・
一
日
の
雨
量
が
八
〇
ミ
リ
～
一
〇
〇

ミ
リ
を
こ
す
と
、
農
地
で
は
冠
水
、

家
屋
の
床
下
浸
水
。

・
一
日
の
雨
量
が
一
五
〇
ミ
リ
を
こ
す

と
床
上
浸
水
が
は
じ
ま
り
、
橋
の
流

失
や
が
け
く
ず
れ
が
お
こ
る
。

・
一
日
の
雨
量
が
二
〇
〇
ミ
リ
以
上
に

な
る
と
、
大
洪
水
や
家
屋
が
流
失
す

る
災
害
と
な
る
。

・
一
時
間
に
二
〇
ミ
リ
以
上
の
強
い
雨

が
三
時
間
以
上
も
続
く
と
、
中
小
河

川
は
は
ん
ら
ん
す
る
。
し
た
が
っ
て

危
険
地
帯
で
は
避
難
体
制
に
入
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

災
害
に
対
し
て
特
に
注
意
し
た
い
こ

と
　
七
か
条

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
を
聞

・
異
常
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
役
場
、
警

察
、
消
防
署
に
知
ら
せ
よ
う
。
（
危

険
が
切
追
し
た
ら
ま
ず
避
難
を
）

・
避
難
の
場
所
、
経
路
は
日
頃
か
ら
家

族
全
長
で
話
し
て
お
く
。

・
避
難
の
指
示
に
は
た
ゞ
ち
に
従
が
う

・
避
難
先
で
は
責
任
者
の
指
示
に
従
が

い
、
帰
宅
指
示
の
あ
る
ま
で
は
勝
手

に
帰
え
ら
な
い
。

・
避
難
す
る
と
き
は
ガ
ス
の
元
栓
、
電

気
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
火
の
元
に

は
特
に
注
意
を
し
よ
う
。

・
台
風
の
東
側
に
入
る
と
き
は
家
の
南

側
を
、
西
側
に
入
る
と
き
は
家
の
北

側
を
特
に
補
強
し
よ
う
。

写
真
　
昨
年
七
月
豪
雨
で
は
ん
ら
ん
す

る
掛
淵
川

Ｎ
Ｈ

Ｋ

油
谷
テ
レ
ビ
局
の
開
局
に
つ
い
て

関
係
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
要
望
を
い
た
ゞ
い
て
お

り
ま
し
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
油
谷
テ
レ
ビ
局（
掛
淵
山
神
さ
ま
上
）

が
、
い
よ
い
よ
七
月
三
一
日
開
局
の
運
び
と
な
り
ま
し
た

こ
れ
で
約
三
四
〇
世
帯
の
み
な
さ
ん
は
ロ
ー
カ
ル
番
組

を
き
れ
い
な
画
面
で
お
楽
し
み
い
た
ゞ
け
る
と
存
じ
ま
す

こ
の
テ
レ
ビ
塔
を
見
通
せ
る
放
送
区
域
内
の
ご
家
庭
で

は
、
こ
の
局
に
向
け
て
受
信
設
備
を
さ
れ
ゝ
ば
良
好
に
受

信
で
き
ま
す
。
（
右
下
の
図
参
照
）

こ
の
局
か
ら
は
、
総
合
三
九
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
教
育
四
一

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
受
信
で
き
る
よ
う
電
波
を
出
し
ま
す
。

（
一
～
一
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
よ
り
も
ず
っ
と
高
い
周
波
数
の

Ｕ
Ｈ
Ｆ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
）

し
た
が
っ
て
既
設
の
受
信
（
Ｖ
Ｈ
Ｆ
）
に
は
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
油
谷
局
の
開
局
を
契
機
に
、
受
信
設
備
を

完
全
に
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
番
組
を
き
れ
い
な
画
面
で
お
楽

し
み
下
さ
い
。

Ｕ
Ｈ
Ｆ
放
送
受
信
に
必
要
な
設
備

・
ア
ン
テ
ナ
は
八
素
子
以
上
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
ご
使

用
下
さ
い
。

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
四
～
二
二
素

子
ア
ン
テ
ナ
を
お
す
ゝ
め
し
ま
す
。

・
フ
ィ
ー
ダ
ー
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
フ
ィ
ー
ダ
ー
を
お
使
い
下
さ
い

従
来
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
を
ご
利
用
に
な
る
と
雨
天
時
に
映

り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

・
受
信
機
に
は
今
お
持
ち
の
テ
レ
ビ
（
一
～
一
二
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
み
）
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
コ
ン
バ
ー
タ
ー
を
取
付
け
る
方

法
と
、
オ
ー
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
テ
レ
ビ
（
一
～
六
ニ
チ
ャ

ン
ネ
ル
）
に
よ
る
方
法
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局

予
想
さ
れ
る
受
信
可
能
区
域

送
信
所
　
油
谷
町
大
字
蔵
小
田
　
掛
淵

出
　
カ
　
一
ワ
ッ
ト

ア
ン
テ
ナ
の
高
さ
七
〇
、五
メ
ー
ト
ル

試
験
電
波
発
信
　
七
月
一
七
日
か
ら

開
局
予
定
期
日
　
七
月
三
一
日

受
信
予
想
世
帯
数
　
約
三
四
〇
世
帯

警
察
だ
よ

り交通
事
故
「
ゼ
ロ
」
を

め
ざ
し

交
通
事
故
は
全
国
的
に
多
発
し
、
い

よ
い
よ
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が

激
増
、
長
門
署
管
内
で
も
こ
と
し
の
一

月
か
ら
五
月
ま
で
の
五
か
月
間
に
、
発

生
件
数
一
三
四
件
、
死
者
四
名
、
負
傷

者
一
八
六
名
で
、
昨
年
の
同
期
よ
り
発

生
件
数
八
〇
件
増
、
死
者
四
名
増
、
負

傷
者
九
八
名
増
と
、
関
係
者
の
努
力
に

も
よ
ら
ず
異
常
に
増
加
し
て
い
る
現
状

で
す
。

こ
れ
か
ら
暑
い
夏
を
む
か
え
、
ま
す

ま
す
多
発
す
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

六
月
、
七
月
の
二
か
月
、
「
交
通
事
故

防
止
非
常
取
締
体
勢
」
と
し
、
連
日
昼

夜
を
わ
か
た
ず
強
い
取
締
り
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
「
ゼ
ロ
」
達
成
の
た
め
事

故
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
、

Ｏ
飲
酒
運
転
。

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
や
無
理
な

追
越
し
。

Ｏ
過
労
に
よ
る
い
ね
む
り
や
わ
き
み

運
転
。

○
横
断
中
の
歩
行
者
妨
害
運
転
。

等
を
つ
ゞ
し
み
、
運
転
者
も
自
転
車

に
乗
る
人
も
歩
行
者
も
、
お
互
い
の
幸

せ
の
た
め
に
、
き
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
ど

お
り
、交
通
規
則
を
守
り
、交
通
事
故
の

な
い
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
も
の
で
す

長

門

警

察
署

昭
和
四
八
年
七
月
一
七
日（
火
）

午
前
八
時
か
ら

人
丸
家
畜
市
場

参
考
出
品
　
肉
用
牛
一
〇
頭

五
、
主

催

油

谷

町

六
、
協
　
賛
　
町
内
匁

七
、
バ
ス
の
運
行
に
　
　
・
　
　
　
の
と
お
り
無

宇
津
賀
地
区
　
一
便
津
黄
停
留
所
発
午
前

八
時
。
二
便
同
午
前
一
〇
時

向
津
具
、
宇
津
賀
方
面
へ
そ
れ
ぞ
れ
一
便

の
み
、
午
後
二
時
会
場
発
で
運
行
し
ま
す
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会
報
の
発
行
や
交
換
会
も

伊
上
花
卉
同
好
会

伊
上
花
卉
同
好
会
は
、
昭
和
四
五
年

一
月
、
伊
上
地
区
の
盆
栽
や
花
づ
く
り

の
同
好
者
の
集
り
と
し
て
結
成
さ
れ
発

足
し
た
。

会
長
は
緒
方
形
広
さ
ん
（
六
七
歳
）

で
、
大
岷
春
雄
さ
ん
（
六
三
歳
）
と
長

尾
憲
之
さ
ん
（
五
四
歳
）
が
副
会
長
と

し
て
会
長
を
助
け
、
会
の
運
営
に
あ
た

会
員
六
〇
人
の
内
二
〇
人
は
女
性
会

員
が
占
め
る
。

年
に
三
～
四
回
開
く
展
示
会
は
、
お

互
い
の
作
品
の
鑑
賞
や
技
術
の
向
上
に

役
立
つ
。

ま
た
会
員
の
親
睦
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
を
か
ね
た
、
バ
ス
を
借
切
っ
て
の

一
日
先
進
地
視
察
も
、
楽
し
い
年
中
行

事
の
一
つ
で
あ
る
。

毎
年
秋
の
産
業
文

化
祭
で
は
会
員
の
力

作
が
会
場
を
飾
る
。

こ
と
し
も
五
月
、

西
光
寺
の
親
鸞
聖
人

降
誕
会
奉
賛
行
事
と

し
て
、
生
花
や
書
道

グ
ル
ー
プ
と
共
同
で

展
示
会
を
開
い
た
。

毎
月
会
報
を
発
行

す
る
、
会
員
所
有
の

盆
栽
等
を
交
換
す
る

た
め
の
催
を
開
く
、

と
い
う
の
が
四
年
目

を
迎
え
た
伊
上
花
卉

同
好
会
の
新
し
い
年

の
計
画
で
あ
る
。

な
お
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
会
長
宛

に
申
込
ま
れ
る
と
よ

い
。写

真
の
よ
う
な
展

示
会
は
会
員
の
研
修

の
場
と
し
て
年
三
～

四
回
開
か
れ
る
。

お
知

ら
せ

昭
和
四
八
年
度
保
母
養
成
講
座
の

開
設
に
つ
い
て

将
来
保
母
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
も
の
を
対
象
と
し
た
、
昭
和
四
八

年
度
の
保
母
養
成
講
座
が
、
次
の
と
お

り
開
か
れ
ま
す
か
ら
、
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
定
め
ら
れ
た
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。記

一
、
主
催
　
財
団
法
人
　
山
口
県
保
育

協
会
、

二
、
期
日
　
昭
和
四
八
年
七
月
一
〇
日

（
金
）
～
二
五
日
（
水
）

三
、
会
場
　
山
口
市
湯
田
　
医
師
会
館

四
、
対
象
　
１
保
母
資
格
取
得
希
望
の

も
の
、

２
児
童
福
祉
施
設
の
職
員

で
未
資
格
の
者
、

３
そ
の
他
、

五
、
受
講
手
続保

母
養
成
講
座
参
加
申
込

書
に
受
講
料
（
一
六
〇
〇

円
）
を
添
え
て
、
町
役
場

住
民
課
福
祉
係
又
は
県
庁

内
財
団
法
人
山
口
県
保
育

協
会
あ
て
来
る
七
月
一
〇

日
（
火
）
ま
で
に
お
申
込

み
下
さ
い
。

六
、
そ
の
他

手
続
き
そ
の
他
く
わ
し
い

こ
と
は
町
役
場
住
民
課
福

祉
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

町
内
文
芸

油
谷
俳
壇

触
れ
て
読
む
句
碑
の
い
た
ゞ
き
蔦
若
葉

大
谷
　
展
生

崖
深
き
夏
蝶
風
に
乗
り
て
過
ぐ

村
上
　
有
弘

吟
行
や
半
島
晴
れ
て
枇
杷
熟
る

吉
村
　
隅
川

靴
脱
い
で
青
芝
に
あ
り
岬
に
あ
り

飯
田
　
孤
涯

か
け
登
る
岬
の
夏
風
浪
さ
わ
ぐ

田
立
　
梵
峯

二
等
吟
社

一
叢
の
蕗
ふ
さ
わ
し
き
藁
屋
か
な

岡
本
　
月
敲

風
薫
る
窓
に
保
養
の
椅
子
寄
せ
て

原
田
　
卜
仙

鳶
高
し
代
田
鏡
の
流
れ
雲

村
上
　
有
弘

風
薫
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
影
走
り

松
原
　
以
耿

若
芽
杉
緑
の
ふ
す
ま
美
し
く田

立
　
梵
峯

油
谷
短
歌
会
だ
よ
り

定
置
網
の
浮
き
の
玻
璃
玉
間
を
置
き
て

春
の
も
の
な
る
光
を
返
す

岡
林
啓
一

青
深
き
海
に
命
の
あ
る
如
く
潮
目
は
春

日
の
中
に
う
き
顕
つ
　
　
油
谷
志
津
夫

落
日
の
光
の
中
に
入
り
ゆ
き
ぬ
入
江
を

真
西
の
海
に
出
る
漁
船
　
岡
田
　
次
郎

日
本
海
に
飼
は
れ
い
る
ご
と
鴎
鳥
折
波

の
外
の
青
に
浮
べ
り
　
　
天
野
白
水
郎

遠
く
よ
り
佰
」か
へ
に
つ
ゝ
来
し
は
や
て

か
み
つ
く
海
の
変
貌
に
あ
ふ
松
本
一
夫

川
　
　
柳

胎
の
児
に
わ
る
い
と
田
植
休
ま
せ
る

一
つ
だ
け
兄
を
抜
い
た
は
ム
シ
歯
な
り

駅
長
は
片
手
で
列
車
ま
ゝ
に
す
る

開
発
が
遅
れ
て
き
れ
い
な
山
の
海

平
川
　
柳
照

油
谷
町
め
ぐ
り
　
六

村
田
菊
雄

海
上
交
通

向
津
具
半
島
は
、
古
い
時
代
か
ら
海

上
交
通
に
よ
っ
て
人
の
往
来
も
多
く
、

文
化
も
早
く
か
ら
開
け
て
い
た
と
思
え

る
。
例
え
ば
、
半
島
の
内
陸
部
や
油
谷

湾
沿
岸
に
点
在
す
る
多
数
の
古
墳
、
安

佐
の
王
屋
敷
か
ら
発
掘
さ
れ
た
銅
剣
、

向
津
具
荘
と
い
う
皇
室
領
の
荘
園
、
二

尊
院
仏
像
と
京
都
清
涼
寺
或
は
皇
室
と

の
関
係
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
と
の

関
係
を
思
わ
せ
る
出
土
品
、
伝
説
、
地

名
、
平
家
落
人
伝
説
と
地
名
、
海
士
漁

業
の
伝
来
、
兵
庫
県
坂
越
（
さ
ご
し
）

か
ら
の
渡
来
定
住
等
、
い
ず
れ
も
海
上

か
ら
人
と
文
化
が
流
入
し
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

さ
て
、
風
土
注
進
案
成
立
当
時
（
約

一
三
〇
年
前
）
の
海
上
交
通
を
物
語
る

も
の
は
、
回
船
と
船
往
来
手
形
の
所
有

数
で
あ
る
、
左
に
本
町
内
の
も
の
を
一

覧
表
に
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

廻
船
は
運
搬
船
で
、
益
田
、
萩
、
下

関
、
大
阪
等
へ
物
資
の
輸
送
に
あ
た
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
船
の
大
き
さ
は

石
（
こ
く
）
で
表
わ
す
。

船
往
来
手
形
と
は
海
上
交
通
の
免
許

状
で
、
毎
年
更
新
し
た
。

黔气゛ 向 津具 伊　上 河　原 蔵 小剛

1. 300 石 1
300 1

一 一
2

1 1
260
230 1 1
200 1
180 1
150 2
130 1

80 1
70 1 1
65 1
50 1 1
40 1

合　　計 9 5 2 4

船往来 手形 36 5 2 6
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